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論　　文　　の　　要　　旨
　1975年O．Go1d肌anは加群の組成列にあらわれる剰余加群を遺伝的トーションセオリーから定義さ
れる或る類（それをcocritica1と呼ぶ）に制限するとき，所謂Jordar脆1derの定理の拡張の得られ
ることを示した。そしてJ．A．Beach，J．S．Go1an，R．W．Mi11er－M．L．Tep1y等々がさらに詳しい研
究を次々に発表している。ここで遺伝的トーションセオリーは入射加群によって定義されるので，
上述諸成果は入射加群と関連する組成列に対してのみ成立するものと考えられていた。
　著者は本論文において必ずしも入射的でない加群に対して類似の組成列を考え，東屋氏によって
導入されたMl一射影的，M÷入射的加群を考察することにより，その長さの不変性等々を証明し，
Go1d㎜anの理論の拡張を与えている。そして更に双対的な理論の展開にも成功している。
　第1，2節においては次の如きU－cocr1tica1加群，U一組成列の概念を導入している。環R上の
加群U，Vに対し，VのU一トション部分∩（Ker　f　l　f　Ho㎜R（V，U））をt（V）で表す。Vが
U－cocritica1とは次の2条件1），2）を満足することである：1）t（V）＝O，2）Vの非零部分加
群V1に対しt（V／V’）＝V／V’。またR一加群MがU一組成列をもつとはMi刊／MiがU－cocri－
tica1となるMの部分加群の列t（M）＝Mo⊂汕⊂……⊂Mi⊂Mit至⊂……⊂M、＝Mが存在すること
である。このときnをその長さという。
　いまUとして入射余生成加群をとれば，O工t（V／V1）＝V／V’はVの非零真部分加群V1が存在
しないことを意味し，U－cocritica1は既約と同義となる。またt（M）＝OよりU一組成列は通常の組
成列と一致する。
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著者は上述の定義の下に第3節において次の主定理を証明している。UがM一入射加群のとき
　（1）MがU一組成列をもつための必十条件はl　L≦M　l　t（M／L）＝O　lに対し昇鎖律かつ降鎖
　　率が成立することである。
　（2）MのすべてのU一組成列の長さは等しい。第4節においてはUに準入射的という
　　　第4節においてはUに準入射的という仮定を追加するときはMのU一組成列とEnd寮U一加
　　群Ho㎜R（M，U）の組成列との間に1対1の対応の存在することを証明している。
　　　第5，6，7節においてはU－cocritica1加群，U一組成列等々の双対的概念P－neat，P一
　　余組成列等々を導入，第8，9節において第3，4の諸定理の双対的定理の証明を与えてい
　　る。勿論PとしてはM一射影的加群をとるのである。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文の前半はGo1d肌anの理論の自然な拡張と考えられるけれども，扱われているU一組成列は
遺伝的トーションセオリーの適用される組成列より極めて一般的であり，得られた結果は著者の綴
密な解析によってはじめて到達されるものと考えられる。M一入射加群Uをとってきているところ
に独創性があるが，これにより后半の双対的定理を自然に導くことが出来たといえる。古典的なJor－
daガ脆1derの定理が双対的な異なる二つの定理の共通な帰結として得られる点は特に興味深い。
　以上により本論文の内容は示唆に富み且つ重要な拡張を含んでおり，国際的にも高く評価される
ものといえる。
　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分の資格を有するものと認められる。
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